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研究成果の概要（和文）：本研究では、健康の社会的決定要因のメカニズム検討の視点から、地域・個人の社会関係資
本（以下SC）とポジティブ心理資源を中心に健康との関係を検討した。沖縄において、オキシトシンやストレス指標を
含む採血調査、栄養、生活習慣に関する質問票調査を、2010年からのコホート調査として継続実施した。全国データと
の結合、分析の結果、SOC・利他的行動・笑い・幸福感等のポジティブ心理要因と、認知・身体機能の維持、循環器疾
患等生活習慣病との関連が示された。加えて、SCと検診受診、認知症発症等、複数の健康アウトカムとの関係性が示さ
れ、地域におけるポジティブ心理要因とSCの健康への保護的機能が示唆されたと考える。

研究成果の概要（英文）：This study attempted to examine the mechanisms of social determinants of health 
in Okinawa and Japan.　As a result of 3-year project, we examined social capital (hereafter SC), positive 
psychological conditions and its association with health related outcomes. In this study, we conducted 
cohort study among participants living in the community in Okinawa. Among selected participants of this 
study, we further collected nutrition data and biomarker data evaluating stress levels and resilience 
factors.
 Study results suggested that protective effect of SC as well as positive psychological conditions on 
health. For example, levels of SC were associated with reduced risks of dementia onset based on a 10 year 
follow-up study. Also, altruistic behavior and Sense of Coherence were associated with reduced risks of 
all-cause mortality, dementia and CVD, respectively. These results were presented during study period in 
academic journals, published books and international conferences.

研究分野： 社会疫学・公衆衛生学
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１．研究開始当初の背景  
 疾病発症や健康・寿命を決定する社会的な要因、
すなわち Social Determinants of Health（健康
の社会的決定要因）を重視する、社会疫学的なア
プローチの重要性が、2006年にWHOのレポート等
からも報告されている。Evans RG(1994)らが初期
に提唱した「社会階層性理論」（Social Gradient 
Theory）では、集団の健康度や平均寿命が、社会
の経済水準により決定され、社会経済的に恵まれ
た集団ほど健康水準が高くなると考える。しかし、
沖縄は所得水準や失業率等から考えても、国内で
は最も厳しい社会経済的状況下にあり、この説に
矛盾する(Cockerham WC et al,2000,2001)。また
一方で、絶対的な貧困ではなく、相対的な貧困率
の高さの方が、むしろ健康には悪影響を及ぼし、
地域内に存在する経済格差が、健康格差につなが
ることが、広く報告されている (Kawachi I et al, 
2002, Wilkinson RG et al, 2006 )。Lochner K
ら（2001）は、個人所得を調整した上でも、地域
の Gini 係数の差が個人の総死亡リスク上昇に寄
与することを示した。これは、日本より社会的格
差がある米国の結果であるが、日本でも同様に、
社会経済的に Disadvantage がある“負け組”に
属する者だけでなく、経済的に豊かな“勝ち組”
に属する者へも、格差社会が健康に負の影響を与
える可能性を示す論拠の一つになると考えられる。
沖縄は、Gini係数で示す地域内格差が国内でも安
定的に高い地域で有り、絶対的・相対的な格差が
二重の構造で存在する地域であると考えられる。 
 沖縄県における絶対的・相対的な2重の貧困状
態を生む構造的な経済格差は、その後の寿命の格
差、健康長寿の毀損に繋がった可能性が考えられ
るが、一方で沖縄県が健康長寿日本一であったと
いう状況は、1972 年の本土復帰以降 2013 年度発
表までは継続されていた。県別の社会経済的指標
の厳しさも、長寿の島沖縄の別の特徴的な側面で
あった。日本一の健康長寿を達成しながら、社会
経済的には県別の所得や就業率では日本で最も厳
しい状況にある沖縄県は、社会と健康の関係を検
討する上で、非常に重要な地域であると考えられ
る。本研究では、沖縄県においては、社会経済的
な格差や、相対的・絶対的貧困状態が、直接的に
健康の格差に直結しない、何かしらの資源や要因
が存在したと仮説し、健康への影響のメカニズム
を検討することを目的とした。例えば、その要因
の一つとして地域のソーシャル・キャピタルや個
人のポジティブ心理資源の影響が考えられる。 
 ソーシャル・キャピタル（以下SC）と健康の関
係については、死亡や生活習慣病、歯科疾患等複
数の研究成果が報告されている。本邦でも研究蓄
積が進みつつあるが、沖縄地域においては、まだ
検討が限られており、社会疫学的検討からも特徴
的な傾向を持つ沖縄における関係性と、全国にお
ける SC と健康影響の関係性の両方を検討する必
要があると考えられる。 
 本研究では、地域・親族・友人間のつながりの
強さや、農作業や家の普請時のコミュニティにお
ける「結」等を含む、伝統的な助け合いの絆の強
さが指摘される沖縄において、コホート調査を行
い、全国データと結合した上で、日本・沖縄のソ

ーシャル・キャピタルならびにポジティブ心理資
源と健康の関係について、検討を試みる。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、社会疫学的観点から、社
会経済的背景要因等を考慮した上で、地域・
個人のソーシャル・キャピタル、ならびに個
人のポジティブ心理資源と健康・健康行動と
の関係についてそれぞれ検討することであ
る。 
 ソーシャル・キャピタルと健康の関係を明
らかにし、個人・地域のソーシャル・キャピ
タルならびに、個人の持つポジティブ心理資
源と健康との関係性について検討すること
は、日本における健康の社会的決定要因のメ
カニズムの一旦を解明する方策としても重
要であると考える。 
 

３．研究の方法 

 本研究では、沖縄県の 2市町村においてコ
ホート調査を実施し、日本老年学的評価研究
（JAGES Study）による全国データと結合し
て、分析を進めた。 
 沖縄地域では、質問票による社会経済的要
因・生活習慣・地域参加や、その他の社会心
理的要因についての調査を実施した。加えて、
IL-6、コルチゾール、オキシトシン・ホルモ
ン等のバイオマーカー測定を採血調査によ
り実施し、自律神経機能、塩分味覚試験等に
ついても健診会場において調査対象者の一
部に実施した。加えて、食行動の調査につい
て、BDHQ（佐々木式簡易型自記式食事歴法質
問票）を用いて、栄養調査を実施した。 
 
沖縄県における調査対象2地域の人口構成は
以下の通りである（H26 年度市町村統計資料） 
人口（平成 27 年 2月 5日現在） 
N 村 総数 9,640 人（4197 世帯） 
      男性：4,879 人、女性：4,761 人 
N 市 総数 42,338 人（15,812 世帯） 
   男性：21,346 人、女性：20,992 人 
 
 本調査では、N 村・N 市においてそれぞれ
65 歳以上自立高齢者を対象として、調査員訪
問による留置法を採用して調査を行った。本
研究においては、N 村 2500 名、N 市 7000 名
を対象に調査実施した。 
認知症発症・死亡については介護保険データ
による評価を使用し、特定健診データと合わ
せて調査票データ等との結合作業を行った。
加えて、協力戴ける一部対象者については、
追加の採血調査、自律神経機能調査、BDHQ 調
査等を、本人の同意と承認を得て実施し、個
人特定が出来ない方法にて、結合作業を実施
した。その他、IADL 自立等の評価については、
老健式活動能力指標（古谷野ら,1987）を用
いて、手段的自立、知的能動性、社会的役割
の 3下位尺度を含めて、13項目の尺度を用い
て評価した。 



 倫理面への配慮として、本調査は文書によ
る説明と同意書の記入に基づき個人情報の
保護に留意して実施された研究であり、当該
研究課題は日本福祉大学における倫理審査
と共に琉球大学における倫理審査によって
承認された研究である。また本研究の実施に
当たっては、日本福祉大学、琉球大学医学部、
琉球大学法文学部が、それぞれ N 村、N 市の
市町村担当部局との協議の上、研究協力協定
を関係大学と市町村の間で4者協定としてそ
れぞれ締結しており、本研究は協定に基づい
て実施されている。 

 

４．研究成果 
 本研究の 3年間の成果として、SC と健康の
関係についての5冊の書籍刊行と、原著論文、
学会報告等において、主に以下の結果につい
て報告した。分析には上記沖縄のデータなら
びに全国調査データ（JAGES：日本老年学的
評価研究）、また多目的コホート研究 JACC 
Stduy 等の縦断データを用いて検討を行った。 
 
・ソーシャル・キャピタルと認知症発症の関
係（SC の３指標を含む SC スコアによる 10 年
間・3年間の追跡調査の結果、SC スコアの高
い者で、認知症発症のリスクが低いことが示
された。結果には男女差があり特に女性で結
果は顕著であった） 
・ソーシャル・キャピタルと検診受診行動の
関係（組織参加によるネットワーク要因・信
頼感・互酬性の規範それぞれについて、検診
受診行動との関係が示唆された） 
・利他的行動と認知症発症の関係 
（利他的行動として、他者へのサポート提供
が、認知症発症のリスク減少と関連する事が
示された。結果には男女差がみられた） 
・沖縄社会における伝統的なソーシャル・キ
ャピタルの一形態と考えられる「模合」参加
と高齢者の健康度の関係（模合参加と高齢者
の健康状態の維持について、予防的な関係が
支持された。） 
・沖縄におけるソーシャル・キャピタルの類
型と健康の関係（SC の類型として結束型・橋
渡し型の SC と健康の関係を検討し、男性で
は似た者同士をつなぐ結束型 SC、女性では異
なる背景を持つ者を繋ぐ橋渡し型 SC が高齢
期の機能維持にプロテクティブな影響を与
えていることが示唆された） 
・SOC（首尾一貫感覚・ストレス対処能力）
と認知症 （10 年間の縦断追跡の結果、SOC
の高い者で認知症発症のリスクが低い傾向
が認められた） 
・笑いと主観的健康感（笑いの頻度が少ない
者で、主観的健康感が低い傾向がみられた） 
・笑いと循環器疾患の有病（笑いの頻度が低
いもので循環器疾患の有病リスクが高いこ
とが示された） 
・笑いと IADL 機能（笑いの頻度の低い者で
IADL 機能低下のリスクが高い傾向が示され
た） 

・笑いと糖尿病有病（笑いの頻度の少ない者
で、糖尿病有病のリスクが高い傾向が示され
た） 
・幸福感と死亡（総合的指標としての幸福感
が高い者で死亡リスクが低いことが3年間な
らびに 10 年間の追跡調査の結果示された。
結果には男女差があり、特に男性で顕著に認
められた） 
・頼りにされている意識と死亡（周囲から頼
りにされていると本人が考えている者にお
いて、死亡リスクが低いことが示された。結
果は男性でのみ有意であり、結果は女性では
支持されなかった） 
・社会経済状況と認知症（自記式の所得によ
る社会経済的指標、教育歴による社会経済的
指標、保険料区分データによる課税レベルか
ら検討した社会経済的指標と認知症発症の
関係について、検討した。自記式の所得は関
係性が認められなかったが、課税レベルによ
る社会経済的状態との関係が支持された） 
・失業と死亡（失業者において、その後の死
亡リスクが高い傾向が 1988－1999 年をベー
スラインとした、平均 14.4 年間の追跡調査
の結果として明らかになった） 
・CKD と社会環境的要因と認知的要因の検討 
（検診データを用いて検討した結果、公園ま
での距離や生鮮食料品までの距離が近いと
言う物理的環境よりも、安全性や他者との関
係性などの認知的・心理的環境要因が、CKD
有病と関連する傾向が示された） 
 
上記の通り 3年間の成果として、複数の指標
を用いて、ソーシャル・キャピタル、ポジテ
ィブ心理要因、ならびにその他の社会的決定
要因が日本全国・沖縄地域の中高齢者の健康
状態（認知症・死亡・検診受診・IADL・循環
器疾患等の生活習慣病・主観健康状態等）に
ついて、それぞれ有意な関係性が認められる
ことが確認された。 
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